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川村　裕子　著 王朝文学のたたずまい最新刊

　本書『王朝文学のたたずまい』においては、著者川村裕子氏を貫く研究意識と
多様な手法、そして熱意に触れることができる。本書が氏自身の「たたずまい」
を現わしていると感じる読者は、私だけではないだろう。長い病を克服され、本
書を世に問われたことに胸が熱くなる。心から祝福して推薦のことばにかえた
い。
　　　　　　　　　　　　京都先端科学大学 国際学術研究院 教授　山本淳子

推薦のことば―　京都先端科学大学 国際学術研究院 教授　　　　　山本淳子
第一編　文化のたたずまい
第二編　日記文学のたたずまい
第三編　和歌のたたずまい
第四編　一般普及のたたずまい

定価：本体11,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　366頁
刊行日：2025年8月18日　 ISBN：978-4-8386-0810-2

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

松浦 あゆみ　著
王朝物語史的創造考
―平安後期・末期における主人公と先行物語
〈引用〉―

最新刊

源氏物語』以後の王朝物語の再評価を試みる

　本書では、平安時代後期物語『浜松中納言物語』、及び平安時代最末期物語
『松浦宮物語』・『有明の別れ』を論の対象として、各題材による物語展開・作
品構造を決定づける諸要因について考察する。その際、物語展開・作品構造を大
きく決定づける存在として、とりわけ作品の中心で活躍するいわゆる主人公の言
動・心情と先行物語〈引用〉を主に論じていく。
（中略）〈主人公〉と先行物語〈引用〉、文化・社会をめぐる物語史的創造の魅
力的な内訳を提示したい。―序論より抜粋

定価：本体11,500円＋税　判型：A5判上製カバー装　398頁
刊行日：2025年8月4日　　ISBN：978-4-8386-0808-9

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

山田　利博　著 王朝物語とその転生最新刊

第一部　王朝物語の諸相
　第一章　『竹取物語』から見える「物語」の表現方法
　第二章　『源氏物語』の「左大臣」は何歳なのか
　第三章　『源氏物語』の「左中弁」は何処へ行くのか
　第四章　『源氏物語』玉鬘十帖の構造再考　／　第五章　『源氏物語』の風景をつむぐことば
　第六章　『源氏物語』夢浮橋巻の構造　／　第七章　「物語」はいつ閉じられるのか
　第八章　『堤中納言物語』「花桜折る少将」の中将の乳母」とは本当に姫君の乳母なのか
第二部　王朝物語の転生
　第一章　『偐紫田舎源氏』に見る「翻案」の性格
　第二章　『竹取物語』の映像化　／　第三章　『源氏物語』の映像化
　第四章　『源氏物語』のマンガ化　／　第五章　豊子愷による中国語訳『源氏物語』
第三部　余滴
　第一章　皇族賜姓考　／　第二章　「百年に一年たらぬ」考

定価：本体10,000円＋税　 判型：A5判上製カバー装　294頁
刊行日：2025年6月27日　  ISBN：978-4-8386-0805-8
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日本古典文学会 編 絵本　源氏物語最新刊

源氏物語の物知りになりませんか？

　本書は、約千年にわたって多くの人々に愛読されてきた『源氏物語』を、絵で
わかりやすく見ていただこうと作ったものです。本書の絵は、東京大学文学部国
文学研究室蔵、慶安3年跋承応3年版、60巻60冊本『源氏物語』を底本に、欠本の
須磨の巻は鶴見大学附属図書館蔵、同刊記本で補い、その全挿絵226図（見開き挿
絵9図含む）を抜き出したものです。
　本書だけでも『源氏物語』が理解できるように、物語のあらすじと挿絵説明を
加え、巻末には主要登場人物の系図と光源氏一統の年譜を付し、物語の流れを抑
えられるようにしてあります。
　専門家による物語のあらすじと画面説明は、きっと読者を王朝の世界に誘うこ
とでしょう。この本であなたも、『源氏物語』の物知りになりませんか。

定価：本体2,200円＋税　判型：A5判並製カバー装　322頁
刊行日：2024年12月9日　ISBN：978-4-8386-0662-7

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

深沢　徹　著 六条院―源氏物語を織り返す―最新刊

　「住まい」としての「六条院」の空間的広がりの向かう先に、超越的な聖なる
トポス（たとえば異界としてイメージされるところの、あるいは神仙世界として
イメージされるところの、さらには怨霊としてイメージされるところの）へと通
ずる源氏物語の「主題」の在りかを透かし見て、五十四帖にもおよぶその長大な
物語の「時間」の旅へと、いよいよこれから、出立しようではないか。

定価：本体2,500円＋税　判型：四六判並製カバー装　248頁
刊行日：2024年12月5日　ISBN：978-4-8386-1019-8

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

笹川博司　著 古今和歌集百首校勘
　―古筆の異文を考える―

最新刊

　本書は古写本や古筆切を視野にいれることによって、流布本の本文を相対化
し、当初の本文、あるべき本文、定家本の形成史などを考察し酔うとする試みで
ある。
古今和歌集から、流布本と大きく異なる本文をもつ和歌を百首選び、それらにつ
いて本文を校合して考察を加える。
考察の出発点として古写本・古筆切から一枚の影印を掲げた。

定価：本体5,000円＋税　 判型：A5判並製カバー装　410頁
刊行日：2025年4月11日　 ISBN：978-4-8386-0801-0
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

 辻 和良 著 歴史物語が物語であること新 刊

歴史物語は史書ではなく、物語である。

　問題意識の始まりは、文学史的に抵抗なく受け入れられている術語としての
「歴史物語」への違和感であった。それは、「歴史」と「物語」という異質なも
のが、直接的に結び付けられている、一種安易な命名への違和感である。
　本書では『大鏡』と『栄花物語』を取り上げ、歴史物語が「物語」であること
を改めて問う。

定価：本体9,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　258頁
刊行日：2024年8月14日　ISBN：978-4-8386-0796-9

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

廣田 收
辻 和良　編著 いかにその物語は面白いか最新刊

12名の「個性的な読み」で物語の面白さを問う

平安期の物語を対象として、第一線の研究者の方々に御願いし、大学生や一般の
読者を念頭に「古典文学の面白さ」をめぐって、物語を読む楽しさに溢れた問題
提起や大胆な仮説を御示しいただこうと企てたのが本書です。各論考と併せて後
半には編者二名の拙い「対談」も掲げ、研究に対する率直な考えを示しておりま
す。「いかにその物語は面白いか」という問いを考える機会となれば幸いです。
―まえがきより

定価：本体4,000円＋税　 判型：A5判並製カバー装　298頁
刊行日：2025年6月25日　 ISBN：978-4-8386-0803-4

上原　作和 著 みしやそれとも　考証―紫式部の生涯新 刊

　著者の半生を賭けた紫式部研究の全貌なる

　2024年、満を持して主要学説を網羅的に検証した「諸説総覧」を収録。
　『源氏物語』出家作法の思想史、宇治十帖の暦象想像力などを文理融合の分析
方法で検証した一書。

定価：本体4,000円＋税　判型：A5判並製カバー装　426頁
刊行日：2024年11月1日　ISBN：978-4-8386-1017-4
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

中島　紀 著

大和の大王家の姓と聖徳太子の死の真相
　─万葉集や伝承の語る王朝交代の七世紀

中島　紀　著 二人の小町
―仁明帝更衣小野小町とその娘

最新刊

小野小町は謎である。日本史において、これだけ様々な伝説が語られる一方、実
態がわからない人物は、聖徳太子を除いては、小町しかいない。文学部を定年退
職間近となった菅原は、自分の最後の仕事として、小野小町を、学生達と調べて
みようと思いたった。そこから浮かび上がってきた仮説は、以下のようなもので
ある。小町は、小野篁の妹であり、『源氏物語』の桐壺の更衣のモデルである。
そして光源氏のモデル源融の母である。小町は悲劇のヒロインであり、早世で
あった。小町には娘がいて、母の早世を隠すため「裏の小町」となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（本書「序」より）

定価：本体2,500円＋税　判型：四六判上製カバー装　216頁
刊行日：2025年6月15日　ISBN：978-4-8386-1020-4

　王朝交代は七世紀に起こった。そして勝者によって書かれた『日本書紀』が、
オーソドックスとなる。
　一方旧大王家の後裔は、微妙なカムフラージュを施した『万葉集』の和歌の形
で、歴史の真相を残そうとした。
　和歌や『今昔物語』などの伝承を参照すると、この時代が明らかになる。
　重要なのは、聖徳太子の死の真相である。

定価：本体2,000円＋税　　判型：四六判上製カバー装　180頁
刊行日：2023年10月25日　 ISBN：978-4-8386-1011-2

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

小林千草 編
賢草日本語研究
会 監修

小林賢次著作集　第１・２・３巻最新刊

『小林賢次著作集』全六巻刊行予定の 第一弾～第三弾

本書は『小林賢次著作集』全六巻として小林賢次の論文をまとめたものである。
第一巻では日本語における条件表現の史的変遷と、条件表現の一形態でもある接
続詞に関する論文を集めた。
ISBN：978-4-8386-0804-1　434頁　本体価格11,000円＋税
第二巻では日本語における条件表現・否定表現・反語表現の論考を集めた。
ISBN：978-4-8386-0809-6　318頁　本体価格10,000円＋税
第三巻では狂言台本の研究に関する論文を集めた。
ISBN：978-4-8386-0812-6　446頁　本体価格11,000円+税
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常田正代 著

推しが見つかる源氏物語　平安ヒロイン事典

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　古典という「知」の遺産活用のために。

　光源氏の物語を深く読むための　28の質問。

定価：本体2,000円＋税　判型：四六判並製カバー装　260頁
刊行日：2024年4月15日　ISBN：978-4-8386-1013-6

東原伸明・高橋美由紀 編著

光源氏の物語 Ｑ＆Ａハンドブック

あなたの推しのヒロインは？

　『源氏物語』に登場する多くのヒロインには、一人ひとりに個性とドラマがあ
ります。
　あなた自身とどこかで重なるヒロインが必ずいるはずです。
　本書を手がかりに、是非あなたの「推し」ヒロインを見つけてみませんか？
　世界最古の長編小説、『源氏物語』がぐっと身近に、楽しく読めるようになる
かもしれません。

定価：本体1,800円＋税　判型：四六判並製カバー装　328頁
刊行日：2024年6月8日　 ISBN：978-4-8386-1014-3

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

鹿島　徹 著

平安日記文学と歴史の理論―ベンヤミン的視点から―

日本古典文学を哲学者の視点から読み解く―。

　第二次大戦中、ナチスからの逃亡中に自死したドイツの哲学者、ヴァルター・
ベンヤミン。
　先の大戦を上回る規模の世界戦争勃発が不可避となった事態に衝撃を受けたベ
ンヤミンは、従来とはまったく異なる「歴史の概念」を提唱すべく、「歴史哲学
テーゼ」を後世に遺した。
　本書は、このベンヤミンから多大な影響を受けた哲学者である著者・鹿島徹
が、ベンヤミン的視点から日本古典文学を読み解く試みである。
　『土佐日記』『蜻蛉日記』を軸に、哲学者の視点から見る「物語」とはどのよ
うなものか。哲学者の目から「物語」を考えた時、私たちにとっての「物語」の
見え方も変わってくるのかもしれない。

定価：本体3,000円＋税　 判型：四六判上製カバー装　248頁
刊行日：2024年1月15日　 ISBN：978-4-8386-1012-9
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定価：本体12,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　550頁
刊行日：2024年4月26日　 ISBN：978-4-8386-0794-5

中西健治先生喜寿記念論集
言葉と思想を巡る、文学がもつ普遍的な問いかけに挑む─

星山　健　　中島正二　　松浦あゆみ　大槻福子　　吉海直人
横井　孝　　荻田みどり　原　豊二　　竹内洪介　　藏中しのぶ
八島由香　　池田彩音　　西本寮子　　坂本信道　　川崎佐知子
曽根誠一　　石橋　孝　　東野　陸　　中西健治　　野村倫子
藤井佐美　　児島啓祐　　本多潤子　　中本　大　　原田信之
高橋照美　　三浦俊介　　鈴木耕太郎　須藤　圭　　山本　淳
大坪　舞　　高井悠子
の、32人の論者による論文集

定価：本体12,000円＋税　判型：A5判上製函入　586頁
刊行日：2024年5月15日　 ISBN：978-4-8386-0795-2

室城秀之 編

言葉から読む平安文学

中西健治先生喜寿記念論集委員会 編

日本古典文学の言葉と思想

川村裕子 編

平安朝の文学と文化　紫式部とその時代

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

言葉に対する正しい認識と理解をもって古典文学と向き合う

　古典文学を読む際、その言葉に対する正しい認識と理解は不可欠である。古典
作品を文学理論から分析することも大切だが、言葉に対する正しい認識と理解が
不充分では、砂上の楼閣となってしまうだろう。作品を言葉から読むことによっ
て、どのような作品世界が立ち現れるのか。それぞれの問題意識をもって、気鋭
の論客29名が論ずる。

定価：本体12,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　568頁
刊行日：2024年3月11日　 ISBN：978-4-8386-0793-8

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

平安朝をテーマに

荒井洋樹　　今井　上　　大津直子　　岡田貴憲　　河添房江
川名淳子　　川村裕子　　久保貴子　　栗山圭子　　東海林亜矢子
陣野英則　　須藤　圭　　高木和子　　竹内正彦　　田渕句美子
千野裕子　　中村成里　　畠山大二郎　原　豊二　　福家俊幸
緑川眞知子　宮下雅恵　　諸井彩子　　山本淳子　　渡辺開紀

の25人の論者による論文集
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

『源氏物語』の表現はいかにして創造されたのだろうか。

　『源氏物語』以前には、和歌をはじめとして、漢詩文や仏典、作り物語・歌物
語など様々な先行作品が存在した。
　それらの作品をもとにどのようにして新たな文学作品を創造しているか、『源
氏物語』の表現に至るまでの道のりとその達成を明らかにするのが本書の目的で
ある。─序より

定価：本体12,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　454頁
刊行日：2024年2月2日　  ISBN：978-4-8386-0787-7

内藤英子 著

源氏物語の表現への道─歌ことばと漢詩文による新たな言語世界─

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　戦時下から敗戦、そして戦後復興期にかけて変貌し続けた「谷崎源氏」という
テクストの動態を通して、現代に生きる我々の「源氏物語観」の淵源を遡りそれ
が醸成される足跡を検証する。

定価：本体13,500円＋税　判型：A5判上製カバー装　470頁
刊行日：2024年2月14日　 ISBN：978-4-8386-0786-0

大津直子 著

谷崎源氏の基礎的研究

　これからの『源氏物語』本文研究に捧ぐ、原典再建に資する「古筆資料集」。
500点に迫る貴重な古筆切を収録し、錚々たる執筆陣により周到なる解説を付す。
停滞感に包まれている、原典再建を目指す本文研究。
諸処に分散した古筆切を通覧するには、途方もない手間暇を要する。
――可能なかぎり本文研究の助けとなるような『源氏物語』古筆資料集がつくれ
ないものか ――
という編著者の思いから、ここに、「種類の数よりもツレの数を」「本文研究の
資料に相応しい圧倒的な質量」の古筆資料集が編まれた。
〈執筆者〉中葉芳子・佐々木孝浩・高田信敬・田中登
　　　　　仁平道明・針本正行・舟見一哉・上野英子・横井孝

定価：本体25,000円＋税　判型：B5判上製カバー装　564頁
刊行日：2023年11月8日　 ISBN：978-4-8386-0783-9

田中 登・横井 孝 編著

源氏物語 古筆の世界
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

第20回　全国大学国語国文学会賞　受賞！

平安仮名日記の本文はどのように受容されてきたのか

　本書に収載するのは、『更級日記』『和泉式部日記（物語）』『蜻蛉日記』の三
作品と、近世期における受容に大きな役割を果たした和文叢書『扶桑拾葉集』、お
よび国学者の横山由清をそれぞれ対象とする、平安仮名日記にまつわる十一篇の論
考および二篇の関連資料。
　不遇を託ってきた資料を繙くことによって、当該作品群が「日記文学」として扱
われるよりも前の姿に光を当てることが、本書の目的である。――序より

定価：本体11,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　380頁
刊行日：2023年12月13日　ISBN：978-4-8386-0784-6

河添房江・松本　大 編

源氏物語をよむための25章

廣田　收 著

紫式部は誰か

岡田貴憲 著

平安仮名日記本文考

　『源氏物語』をより専門的に読んでみたいと思う大学生・大学院生や中高の教
員、一般の方々に向けて、研究のおもしろさを伝える。
　一つの巻を中心にテーマ別に論じたものを巻順に並べた25章（桐壺巻～浮舟巻）
からなる『源氏物語』研究ガイドブック！

定価：本体2,500円＋税　判型：A5判並製カバー装　332頁
刊行日：2023年10月1日　ISBN：978-4-8386-1009-9

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　『紫式部は誰か』って、書名として奇妙だと思われますか？

　この問いに正面きって答えようとすると、なかなか難しいものがあります。
　確かに紫式部は平安時代に生きた人ですが、いくら歴史的資料を探しても、本当
のところどんな人だったのかはよくわかっていません。
　いっぽう、文学の側からみると、彼女はまちがいなく『源氏物語』『紫式部日
記』『紫式部集』の中に居る、ということが本書の出発点です。
　これらの作品はそれぞれ随分と性格が異なりますが、切り口を工夫して読んでみ
れば、実はその根底で繋がっていることが確かめられます。
　彼女が遺した作品の中に潜む「紫式部は誰か」という問いについて、本書を手が
かりにして、一緒に考えてみませんか？〔著者識〕

定価：本体2,500円＋税　判型：A5判並製カバー装　284頁
刊行日：2023年7月20日　ISBN：978-4-8386-1008-2
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　本書の大きな目的は「古代的心性」の一斑を明らめることにある。具体的には
折口信夫が楽音の俎上に上せた「芸能」の論、および折口学の中核である「まれ
びと」「常世」の論を足掛かりとして、それらを批判的に受け継ぎ実証的に「古
代的心性」へ近づきたいと考える。
　本書は第一部「芸能」、第二部「踏歌研究」、第三部「常世」からなる。

定価：本体12,000円＋税　判型：A5判上製函入　366頁
刊行日：2024年2月28日　 ISBN：978-4-8386-0791-4

原　由来恵 著

枕草子の読み解き―地名類聚そして言語遊戯―

高橋秀子 著

平安前期物語と和歌史―現実世界と物語世界を越境する和歌―

佐藤　陽 著

古代的心性研究序説

『枕草子」という作品は何なのか。

　清少納言が中宮定子に仕えた時代は、大きな不安が包み込む時代でもあった。
　しかしそれらの悲劇性を『枕草子』の作者は感じさせることはない。
　『枕草子』のストラテジーはどのようなものであったのか。
　これまで注目されてこなかった「地名」類聚章段群を軸に、言語遊戯性とコン
テクストから作品の本質を解き明かした今後の研究の地平を拓く画期的な一書。

定価：本体9,800円＋税　判型：A5判上製カバー装　454頁
刊行日：2024年2月27日　ISBN：978-4-8386-0792-1

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

現実世界と物語世界の和歌

物語が次々と誕生した１０世紀。
その物語には必ず和歌が書かれている。
現実世界の和歌と物語世界の和歌は、
どのように同じで、どのように異なるのか――。
物語の和歌を組み込んで和歌史を捉えるという、
新しい試みに踏み出す一書。

定価：本体8,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　238頁
刊行日：2024年2月13日　ISBN：978-4-8386-0785-3
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竹内正彦 著

源氏物語の顕現

『源氏物語』という緻密に織りあげられた表現世界。
その世界は、読むという行為によって顕現してくる。

　本書は『源氏物語』における表現世界の究明をめざした。
　光源氏とは何か。
　光源氏をめぐる物語とはいかなるものなのか。
　彼が歩んできたその踏み跡をたどりつつ、いまここに生き生きと顕ち現れてく
る物語の動的な様相を論じる。

定価：本体10,000円＋税　判型：A5判上製函入　530頁
刊行日：2022年12月16日　ISBN：978-4-8386-0771-6

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

十世紀文学における「語り」と「書記」の問題について

　本書は、『伊勢物語』『大和物語』『うつほ物語』『枕草子』という十世紀に
成立基盤を持つ文学作品を対象としている。
　理由は二つある。
　一つは文学史的にはバラバラなジャンルに位置付けられた作品であるがゆえに
見過ごされてきた関係性を見直すため。
　もう一つは日本古典の最高傑作とされる『源氏物語』よりも前に成立した作品
の意義を見直すことで『源氏物語』もまた数々の先行作品の蓄積のもとで成立し
たことを改めて見直したい、ということである。

定価：本体10,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　276頁
刊行日：2023年3月3日　　ISBN：978-4-8386-0776-1

勝亦志織 著

平安朝文学における語りと書記
　―歌物語・うつほ物語・枕草子から―

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

四季の扉の向こうに広がる、伊勢物語の新たな相貌

　平安時代、竹取物語から源氏物語・狭衣物語へと続く物語史において、四季は
飛躍的に重要性を増していった。その中間部の伊勢物語では、四季はどのような
意義を発揮しているのか。伊勢物語は、古今集に代表される四季観を踏まえつつ
も、それを特有な形で継承することによって、四季の物語を成り立たせている。
和歌集・漢詩文集などの四季観を要所に導入して個々の四季物語が実現し、そし
てそれをテコとして伊勢物語の世界全体が、かけがえなく支えられていく。本書
ではその様相が、春夏秋冬の各領域において明確に提示されている。

定価：本体9,000円＋税　判型：A5判上製カバー装　286頁
刊行日：2023年2月7日　 ISBN：978-4-8386-0773-0

後藤幸良 著

伊勢物語と四季

https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2918/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2918/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2927/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2927/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2936/
https://www.musashinoshoin.co.jp/shoseki/view/2936/


注文書 Fax 03-3291-4839  Mail : info@musashinoshoin.co.jp

この注文書でご注文いただければ、学会割引（税込定価の２割引＋送料無料）を適用させていただきます（2025年10月31日まで）中古

書籍名 価格 部数 公費・私費

部 公費・私費

光源氏の物語 Ｑ＆Ａハンドブック 　本体：  2,000円＋税 部 公費・私費

平安朝の文学と文化　紫式部とその時代 　本体： 12,000円＋税 部 公費・私費

みしやそれとも　考証―紫式部の生涯 　本体：  4,000円＋税 部 公費・私費

いかにその物語は面白いか 　本体：  4,000円＋税

平安日記文学と歴史の理論―ベンヤミン的視点から― 　本体：  3,000円＋税 部 公費・私費

源氏物語の表現への道─歌ことばと漢詩文による新たな言語世界─ 　本体： 12,000円＋税 部 公費・私費

日本古典文学の言葉と思想 　本体： 12,000円＋税 部 公費・私費

源氏物語　古筆の世界 　本体： 25,000円＋税
部 公費・私費言葉から読む平安文学 　本体： 12,000円＋税

平安前期物語と和歌史―現実世界と物語世界を越境する和歌― 　本体：  8,000円＋税 部 公費・私費

平安仮名日記本文考 　本体： 11,000円＋税 部 公費・私費

谷崎源氏の基礎的研究 　本体： 13,500円＋税 部 公費・私費

部 公費・私費

絵本　源氏物語 　本体：  2,200円＋税 部 公費・私費

大和の大王家の姓と聖徳太子の死の真相─万葉集や伝承の語る王朝交代の七世紀 　本体：  2,000円＋税 部 公費・私費

源氏物語の顕現 　本体： 10,000円＋税 部 公費・私費

六条院―源氏物語を織り返す― 　本体：  2,500円＋税 部 公費・私費

古今和歌集百首校勘―古筆の異文を考える― 　本体：  5,000円＋税 部 公費・私費

枕草子の読み解き―地名類聚そして言語遊戯― 　本体：  9,800円＋税

部 公費・私費

部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税

部 公費・私費

平安朝文学における語りと書記―歌物語・うつほ物語・枕草子から― 　本体： 10,000円＋税 部 公費・私費

伊勢物語と四季 　本体：  9,000円＋税

小林賢治著作集　第二巻 　本体： 10,000円＋税 部 公費・私費
小林賢治著作集　第一巻 　本体： 11,000円＋税 部 公費・私費

二人の小町―仁明帝更衣小野小町とその娘 　本体：  2,500円＋税

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

古代的心性研究序説 　本体： 12,000円＋税 部 公費・私費

源氏物語をよむための25章 　本体：  2,500円＋税 部 公費・私費

紫式部は誰か 　本体：  2,500円＋税 部 公費・私費

部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

上記以外の書籍〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　〕 　本体：　  　 円＋税 部 公費・私費

ご注文者 　公費の場合
お名前 お電話番号 お宛名

ご送付先
〒

　公費伝票類

　日付　あり・なし 　納品書　　　　通

　見積書　　　　　通 　請求書　　　　通

部 公費・私費

歴史物語が物語であること 　本体：  9,000円＋税 部 公費・私費

推しが見つかる源氏物語―平安ヒロイン事典 　本体：  1,800円＋税 部 公費・私費
小林賢治著作集　第三巻 　本体： 11,000円＋税 部 公費・私費

王朝文学のたたずまい 　本体： 11,000円＋税 部 公費・私費

王朝物語史的創造考―平安後期・末期における主人公と先行物語〈引 　本体： 11,500円＋税 部 公費・私費

王朝物語とその転生 　本体： 10,000円＋税 部 公費・私費


